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三
村
竹
清
は
そ
の
日
記
『
不
秋
草
堂
日
暦
』
昭
和
三
年
八
月
九
日
の
条
に
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
八
月
九
日　

曇

朝　

柳
田
へ
よ
り
て
順
天
堂
へ
ゆ
く　

井
上
唖
々
と
い
ふ
人
へ
宛
手
紙
一
束

　

求
帰
る　

荷
風　

小
波　

湖
山　

春
浪
な
ど
遊
び
仲
間
之
て
か
ミ
也
唖
々

た
る
こ
と
久
矣　

唖
　々

名
は
精
一　

父
は
加
州
家
之
何
か
を
し
て
居
た
人

と
見
ゆ
…
」

（「
三
村
竹
清
日
記　

不
秋
草
堂
日
暦
（
十
九
）」　

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念

演
劇
博
物
館
『
演
劇
研
究
』
三
十
四
号　

平
成
二
十
三
年
三
月
）。

ま
た
同
日
暦
の
昭
和
四
年
十
一
月
十
四
日
の
条
に
は

「
十
一
月
十
四
日　

陰

朝　

赴
広
田
書
店
見
葉
書
一
束　

角
田
浩
々
所
受
也　

殆
網
羅
当
代
文
士　

購
之
…
」

と
も
あ
る
。

三
村
竹
清
が
古
書
肆
な
ど
か
ら
他
人
（
そ
の
友
人
な
ど
に
竹
清
の
知
友
が
い
る

こ
と
も
多
い
が
）
の
「
一
束
」
ほ
ど
の
嵩
の
葉
書
・
手
紙
類
を
購
入
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

竹
清
の
手
許
に
残
っ
た
身
辺

4

4

の
「
あ
れ
こ
れ
」
は
近
年
（
一
昨
年
あ
た
り
か
）

古
書
展
な
ど
に
一
点
物
で
即
売
（
均
一
台
な
ど
に
も
）、
な
い
し
入
札
会
に
一
括

も
の
で
出
品
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
竹
清
宛
の
も
の
で
も
な
く
、
親
昵

な
交
友
関
係
に
結
ば
れ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
な
い
人
物
に
宛
て
た
葉
書
・
手
紙
類

が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
、
入
手
し
て
み
て
、
紛
れ
込
ん
だ
経
緯
を
考
え
あ
ぐ
ね

て
い
た
の
で
あ
る
。
古
書
肆
に
入
っ
た
後
の
混
入
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
は
、
こ

の
日
記
の
記
述
に
よ
っ
て
解
消
し
た
。

竹
清
は
「
井
上
唖
々
と
い
ふ
人
へ
」
宛
て
た
手
紙
一
束
を
求
め
て
帰
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
竹
清
求
得
旧
蔵
の
井
上
唖
々
（
精
一
）
宛
の
一
点
（
図
版
１
）

を
紹
介
し
て
お
く
。

明
治
三
十
五
年
五
月
十
二
日
（
十
三
日
）
消
印
の
唖
々
宛
の
押
川
春
浪
の
葉
書

の
表
（
宛
名
）
で
あ
る
。
井
上
唖
々
の
父
親
如
咆
が
加
賀
藩
の
前
田
公
爵
の
そ
ば

近
く
に
侍
し
、
そ
の
邸
内
に
唖
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
裏
面
の
文

林
若
樹
日
記
・
大
正
三
年
（
下
）

牧　

野　
　

和　

夫
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中
に
は
「
漢
詩
の
一
件
荷
風
君
と
御
相
談
の
上
ど
う
か
御
願
申
し
ま
す
」
と
あ
る
。

荷
風
宛
の
葉
書
は
残
念
な
が
ら
手
許
に
は
な
い
。
唖
々
の
別
の
一
通
に
は
小
波
主

催
の
「
木
曜
会
」
の
名
も
出
て
く
る
。
木
曜
会
に
は
荷
風
は
勿
論
、
林
若
樹
も
出

席
し
犬
麿
の
号
で
出
句
し
て
い
る
の
で
、
若
樹
に
と
っ
て
旧
知
の
ひ
と
り
で
は
あ

ろ
う
が
、竹
清
に
と
っ
て
井
上
精
一
は「
唖
々
と
い
ふ

4

4

4

人
」で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
四
年
十
一
月
四
日
広
田
書
店
よ
り
購
入
し
た
一
束
は
角
田
浩
々
歌
客
宛
の

も
の
で
、
そ
の
内
、「
殆
網
羅
当
代
文
士
」
と
い
う
風
情
を
う
か
が
う
こ
と
の
で

き
る
葉
書
一
点
の
み
を
紹
介
し
て
お
く
（
図
版
２
）。
竹
清
旧
知
辱
知
の
顔
ぶ
れ

が
田
端
に
「
集
ま
っ
た
」
大
正
二
年
八
月
七
日
の
「
小
集
」
会
合
の
際
の
寄
せ
書

き
で
あ
る
。

こ
の
葉
書
は
こ
ん
な
風
に
見
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
左
上
は

「
湖
（
内
藤
湖
南
）」（
竹
清
の
書
入
？
）
を
「
新
海
（
竹
太
郎
）」
が
画
い
た
も

の
と
解
す
れ
ば
良
い
よ
う
に
考
え
る
。「
湖
南
」
も
画
い
て
い
る
が
中
央
の
「
浩
」

と
は
角
田
本
人
か
。
田
端
白
梅
園
に
「
小
集
」
を
催
し
た
中
に
角
田
も
居
た
と
い

う
ケ
ー
ス
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
各
々
漫
画
風
に
順
繰
り
に
会
す
る
人
の
似

顔
を
寄
せ
書
き
し
て
、
記
念
に
各
々
が
自
宅
へ
送
っ
た
も
の
か
（
こ
う
し
た
例
は

水
鳥
会
な
ど
の
集
ま
り
で
も
多
い
よ
う
に
思
う
）。

縷
「々
瑣
事
」に
つ
い
て
つ
ら
ね
た
が
、竹
清
の
こ
う
し
た
興
味
の
持
ち
方
に
は
、

明
ら
か
に
同
じ
集
古
会
の
会
員
諸
氏
と
く
に
林
若
樹
な
ど
の
「
行
き
方
」
と
は
異

な
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
竹
清
の
昭
和
三
・
四
年
の「
営
み
」を
省
み
、

改
め
て
翻
字
を
了
え
た
若
樹
の
日
記
帳
を
前
に
し
て
の
感
想
で
あ
る
。

い
わ
で
も
の
こ
と
で
あ
る
が
、
各
葉
書
の
表
宛
名
左
右
欄
外
な
ど
に
小
字
注
記

が
認
め
ら
れ
る
。
図
版
１
の
右
上
に
は
「
春
浪
」
と
小
字
墨
書
が
あ
る
。
竹
清
の

手
で
あ
る
。
若
樹
に
は
あ
ま
り
見
な
い
身
辺
の
「
営
み
」
と
思
う
の
で
あ
る
が
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
日
記
帳
に
は
、
二
点
の
品
が
は
さ
み
込
ま
れ
て
い
る
。

一
点
は
、報
状
で
あ
り
、も
う
一
点
は
図
書
の
予
約
申
し
込
み
用
葉
書
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
さ
み
込
ま
れ
た
二
点
の
資
料
に
つ
い
て
簡
単
な
記
述
を
附
し
て
紹
介

し
て
お
く
。

図版 2 図版 1
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博
多
名
産

當
り
餅
の
由
来

　

本
品
の
由
来
す
る
處
太
だ
遠
く
、
延
寶
三
年
卯
三
月
二
十
六
日
、
弊
舗

の
祖
先
兒
島
安
兵
衛
盛
次
が
、
主
家
黒
田
又
右
衛
門
一
久
の
事
情
あ
り
て

其
家
改
易
と
な
る
也
、
盛
次
は
浪
人
と
な
り
た
れ
ば
其
児
彦
一
と
共
に
町

人
と
成
り
、
現
在
の
洲
崎
町
に
移
り
住
み
た
る
が
、
恰
も
福
岡
城
東
御
門

前
中
島
橋
の
往
當
り
に
て
、
渡
世
と
し
て
餅
屋
を
開
業
し
た
れ
ば
世
人
誰

云
ふ
と
無
く
『
當
り
餅
』
と
称
し
た
り
き
。
時
の
城
主
黒
田
侯
初
め
て
賞
翫

せ
ら
れ
し
が
、
坊
間
ひ
さ
ぐ
處
の
餅
と
其
選
を
異
に
せ
る
よ
り
特
に
御
用

を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
将
軍
家
へ
の
献
上
、
さ
て
は
諸
藩
へ
の
進
物
と
し
て
廣

く
御
用
を
承
は
り
し
に
、
三
代
の
城
主
光
之
公
の
御
兄
君
松
平
越
前
守
殿

に
は
命
名
を
さ
へ
賜
は
り
、『
當
り
餅
』
と
云
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
『
博
多
餅
』

の
名
こ
そ
相
応
し
か
ら
ん
と
て
、
弊
舗
の
看
板
を
直
書
に
て
賜
は
り
た
り
。

　

斯
く
て
明
治
五
年
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
殿
下
に
は
畏
れ
多
く
も
福
岡

縣
令
と
し
て
博
多
に
在
せ
ら
れ
た
る
時
親
し
く
御
用
命
仰
せ
賜
は
り
し
が

図
ら
ず
前
記
弊
舗
の
看
板
に
お
目
を
留
め
さ
せ
ら
れ
、
其
業
者
の
何
人
な

る
か
を
御
温
ね
の
光
栄
に
浴
し
、
倶
さ
に
由
来
を
言
上
し
奉
り
た
る
に
殊

の
外
御
賞
詞
遊
ば
さ
れ
た
り
。
さ
れ
ば
東
宮
殿
下
及
び
有
栖
川
威
仁
親
王

殿
下
の
曾
て
福
岡
市
假
御
所
に
御
枉
駕
遊
ば
さ
れ
た
る
時
も
謹
ん
で
献
上

仕
り
、
其
他
博
多
の
名
士
故
平
岡
氏
よ
り
小
松
宮
妃
殿
下
及
び
閑
院
宮
妃

殿
下
に
献
上
仕
り
し
に
是
又
『
風
味
佳
良
な
り
』
と
の
御
賞
味
の
趣
き
仄
か

に
洩
れ
承
は
り
ぬ
。

　

本
品
の
特
色
は
以
上
の
光
栄
に
依
り
て
明
か
な
る
が
、
尚
幾
日
を
経
過

す
る
も
決
し
て
硬
く
成
り
、
又
は
腐
敗
等
の
憂
ひ
更
に
無
き
は
既
に
江
湖

の
認
む
る
處
に
て
、
日
本
赤
十
字
社
、
福
岡
縣
廰
等
の
御
用
命
を
承
は
り

あ
る
は
看
板
に
偽
り
な
く
、
時
陽
春
の
候
に
當
り
て
大
正
博
覧
會
の
開
設

と
共
に
續
々
御
用
命
あ
ら
ん
事
を
、
先
は
本
品
の
由
来
ま
で
報
状
左
様
。

　
　

大
正
三
年
三
月　
　
　
　
　
　

十
八
代
目　

兒
島
彦
市
謹
白
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（
左
欄
外
）

◎
（
大
正
博
覧
會
第
一
會
場
園
藝
館
前
ニ
テ
發
賣
仕
候
）

こ
の
報
状
は
、
本
日
記
四
月
七
日
の
頁
に
は
さ
ま
っ
て
い
た
も
の
で
、「
大
正
博

覧
會
第
一
會
場
園
藝
館
前
ニ
テ
發
賣
」
さ
れ
て
い
た
「
博
多
名
産　

當
り
餅
」
の

チ
ラ
シ
で
、
ほ
ぼ
毎
漢
字
ふ
り
が
な
（
す
べ
て
省
略
）
附
き
で
、
薄
紅
梅
色
の
一

枚
刷
り
で
あ
る
。一
紙
の
寸
法
は
、縦
19.2
×
横
26.6
糎
で
単
枠
内
は
13.9
×
21.9
糎
で
あ
る
。

元
来
は
、

「
四
月
丗
日　

木
曜
日　

晴　

集
古
会
通
知
投
函

午
前
十
時
統
一
を
伴
ひ
兼
て
の
約
束
な
る
博
覧
会
に
行
く
〔
姉
の
榮
子
等
ト
ラ
／

ホ
ー
ム
全
治
せ
さ
る
に
／
付
の
こ
す
〕」

な
ど
の
頁
あ
た
り
に
は
さ
ま
れ
て
い
た
も
の
か
と
思
う
が
、
詳
細
は
不
明
。
古
書

肆
に
て
も
ま
た
入
手
後
も
、
は
さ
ま
れ
た
名
刺
・
チ
ラ
シ
・
メ
モ
類
は
若
干
移
動

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
日
記
帳
に
も
数
名
の
名
刺
が
は
さ
ま
っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
が
、
現
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。

大
正
博
覧
会
に
関
す
る
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

四
月
十
一
日
の
条
に
「
本
日
は
博
覧
会　

皇
太
后
陛
下
崩
御
発
表
に
付
一
日
丈

休
場
、（
諸
興
行
／
物
並
に
賣
店
等
／
又
同
様
）
し
か
し
さ
す
か
に
人
出
は
あ
り
」

五
月
十
三
日
の
条
に
「
夜
幸
田
成
友
君
を
笄
町
に
訪
ふ
途
電
車
中
よ
り
青
山
ノ

博
覧
会
第
三
会
場
を
見
る
軍
艦
三
笠
［
型
］
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
晃
々
た
れ
と

人
出
殆
と
な
く
気
之
毒
の
程
な
り
」

六
月
六
日
の
条
に
も
「
両
児
ニ
上
野
の
博
覧
会
を
見
せ
ん
と
て
新
橋
よ
り
電
車

十
時
上
野
下
車
第
一
会
場
内
諸
処
を
見
め
く
り
た
か
ら
亭
本
店
ニ
て
昼
食
両
児
何

も
喰
せ
す
パ
ン
の
ミ
を
喰
ふ
朝
鮮
売
店
ニ
て
円
座
並
冠
傘「

笠
」

、
米
上
げ
ざ
る
、
杓
子

等
を
求
む
池
ノ
端
ニ
て
榮
子
洋
傘
統
一
に
刀
と
ラ
ッ
パ
を
求
め
二
時
帰
宅
両
児
共

よ
く
あ
る
き
た
り
」

な
ど
比
較
的
豊
富
で
あ
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
集
古
会
の
旧
友
の
出
品
も
あ
っ
た

よ
う
で
、
遡
っ
て
二
月
十
九
日
の
条
に
竹
清
も
係
わ
る
出
品
物
に
つ
い
て
次
の
記

述
が
あ
る
。

「
二
月
十
九
日　

木
曜
日

朝
よ
り
雪
と
な
る
午
後
止
む
夜
又
雪

午
後
津
の
川
喜
田
久
太
夫
君
来
る
次
て
山
中
笑
翁
見
ゆ
晩

餐
終
り
て
三
村
君
来
る
、

夜
、
歓
無
極
会
第
四
回
な
り
、
会
す
る
も
の
前
記
三
君
、
橋
田

素
堂
、
田
子
泰
三
郎
、
長
谷
川
美
廣
の
諸
氏
、
長
谷
川
氏
は
竹

清
君
の
旧
友
に
し
て
彫
金
家
な
り
、
今
回
の
博
覧
会
に
竹
清
君
の

図
案
に
な
る
筆
筒
を
出
品
す
る
に
就
て
批
評
を
乞
は
ん
か
為
」（
26
）

め
田
子
氏
同
伴
来
会
せ
る
也
、
角
形
の
（
四筆

分筒

一に

）
杉
と
神
鹿
と
を

配
し
た
る
図
也
、」

　

と
あ
り
、
彫
金
家
長
谷
川
美
廣
の
出
陳
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
は
竹
清
と
い
う
こ
と

に
な
る（
紛
ら
わ
し
い
こ
と
に
な
り
そ
う
な
の
で
注
記
し
て
お
く
が
、「
橋
田
素
堂
」

と
誤
る
の
は
牧
野
で
は
な
く
林
若
樹
で
あ
る
。
橋
田
素
山
の
追
悼
号
を『
お
い
ら
』

が
組
ん
で
い
る
が
、
竹
清
と
と
も
に
若
樹
も
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
竹
清
の
文
章

に
比
し
て
「
素
堂
」
と
誤
る
の
も
頷
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
）。

更
に
、

「
三
月
廿
日　

晴　

朝
寒　

午
後
よ
り
暖　
（
年
前
六
時
博
覧
会
開
会
の
煙
花
／

に
目
ざ
む
）
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年
前
九
時
過
三
村
君
来
話
暫
時
に
し
て
同
氏
宅
よ
り
使
に
て
博
覧
会
出
品
人
と

し
て
参
会
す
へ
き
様
云
ひ
来
り
衣
服
持
参
直
ち
に
正
装
し
て
上
野
に
向
は
ん
と
し

て
辞
去
さ
る
、」

と
も
あ
り
、
竹
清
の
慌
た
だ
し
い
当
日
の
様
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

も
う
一
点
は
、
図
書
予
約
申
し
込
み
用
の
葉
書
で
あ
る
。
こ
の
一
点
は
、
後
半

の
記
入
な
し
の
部
分
に
無
造
作
に
は
さ
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
葉
書
に
係
る

記
述
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
他
の
日
記
帳
か
ら
移
動
し
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
が
、「
大
正
四
年　

月　

日
」
な
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
日
記
帳
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
予
約
出
版
ば
や
り
の
ご
時
世
、
六
月
二
十
四
日
に
は
、
国
宝
堂
佐

竹
某
な
る
も
の
が
、
ア
ッ
シ
リ
ア
壁
瓦
集
の
予
約
依
頼
に
現
れ
て
い
る
が
、
断
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　

＊

こ
こ
に
翻
字
紹
介
す
る
日
記
は
林
若
樹
（
本
名
若
吉
）
の
手
に
な
る
大
正
三
年

の
日
記
で
あ
る
。
今
回
は
前
回
と
同
じ
手
帳
に
記
さ
れ
た
大
正
三
年
六
月
一
日
か

ら
同
年
十
二
月
二
十
三
日
に
い
た
る
部
分
で
あ
る
。

手
帳
の
簡
単
な
書
誌
事
項
を
改
め
て
記
し
て
お
く
。

表
紙
黒
の
皮
（
空
押
文
）
地
に
梨
地
布
を
貼
る
。（
縦

16.5
×
横

10.0
㎝
）。
見
返
し

は
マ
ー
ブ
ル
文
様
。
後
見
返
し
に
「
表
神
保
町
」
の
「
文
房
堂
」
の
ラ
ベ
ル
を
貼

る
。
2
頁
の
中
央
に
「
林
若
樹
記
」
と
鉛
筆
書
。
3
頁
左
肩
に
「
大
正
三
年
」
と

鉛
筆
書
。
眉
上
高
さ
約
2.7
㎝
で
横
界
線
を
引
き
、
下
層
は
高
さ
14
㎝
、
有
罫
12
行

半
、
１
行
の
幅

0.75
㎝
。
4
頁
か
ら
24
頁
は
記
入
が
な
く
、
25
頁
か
ら
日
記
の
本
文

始
ま
る
が
63
頁
ま
で
記
入（
3
月
20
日
ま
で
）。64
頁
か
ら
70
頁
ま
で
は
記
入
な
く
、

新
た
に
71
頁
（
４
月
１
日
）
か
ら
155
頁
（
７
月
17
日
）
ま
で
記
入
。
さ
ら
に
156
頁

か
ら
252
頁
ま
で
記
入
な
く
、
253
頁
（
12
月
16
日
）
か
ら
258
頁
（
12
月
23
日
）
ま
で

記
入
し
、以
下
287
頁（
止
）ま
で
記
入
が
な
い
。
林
若
樹
自
筆
万
年
筆
書
き
で
あ
る
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
次
の
要
領
に
し
た
が
っ
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
の
字
体
を
原
則
と
し
た
が
、
書
名
、
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
に

つ
い
て
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
。

一
、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
、
原
文
に
見
ら
れ
る
改
行
も
そ

の
ま
ま
と
し
た
。

原
文
の
句
読
点
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
（
原
文
に
お
い
て
は
、
本
来
句
点
と

思
わ
れ
る
箇
所
に
も
読
点
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
）。

一
、
誤
字
、
脱
字
、
衍
字
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
ら
に
（
マ
マ
）
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を
附
し
た
。
た
だ
し
、（　

）
で
く
く
ら
な
い
「
マ
マ
」
や
こ
れ
以
外
の
傍

書
は
原
文
ど
お
り
で
あ
る
。

字
の
抹
消
・
墨
滅
と
そ
の
訂
正（
自
筆
で
の
）に
つ
い
て
は
、本
紀
要
55
集（
前

集
乞
参
照
）
の
図
（
1
）
の
如
く
二
重
傍
線
「　
　

」
を
以
て
示
し
、
下
字

の
判
明
す
る
も
の
は
「
五
」（
右
傍
「
六
」）
の
よ
う
に
す
る
。

一
、
判
読
不
能
の
文
字
は
□
と
し
た
。
そ
の
他
、
□

（
マ
マ
）

 

は
原
文
ど
お
り
で
あ
る
。

一
、
眉
上
な
ど
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
55
集
（
前
集
乞
参
照
）
の
図

（
2
）の
如
く
〔
眉
上
書
込
〕
と
し
て
適
当
な
箇
所
に
「　
　

」
で
く
く
っ

て
二
字
下
げ
で
示
し
た
。

一
、
小
字
双
行
は
本
紀
要
55
集
（
前
集
乞
参
照
）
の
図
（
3
）
の
如
く
そ
の
ま
ま

翻
刻
し
た
。

一
、
挿
入
を
示
す
と
思
わ
れ
る
小
字
・
傍
書
に
つ
い
て
は
、
適
当
な
箇
所
に
［　

］

で
く
く
っ
て
示
し
た
。

一
、
原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　

」
を
つ
け
、
そ
の
下
に

頁
数
を
入
れ
た
。

一
、
挿
絵
・
図
・
印
な
ど
は
、
す
べ
て
図
版
と
し
て
該
当
箇
所
に
掲
載
し
た
。

一
、
な
お
、
本
文
中
に
は
、
人
権
に
関
わ
る
用
語
が
認
め
ら
れ
る
。
資
料
的
な
性

格
を
考
え
て
原
文
の
ま
ま
翻
刻
し
た
が
、
人
権
問
題
の
正
し
い
理
解
の
上
に

立
っ
て
本
文
を
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

最
後
に
本
翻
字
は
、
い
ず
れ
影
印
（
２
０
１
３
年
時
点
で
は
出
版
と
い
う
形
で

と
希
望
し
て
い
る
が
）
に
て
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
暫
く
は
こ
の
よ
う
な
形

で
進
め
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
従
っ
て
、
誤
読
・
誤
字
・
脱
字
や
文
字
の

大
小
、
句
点
な
ど
の
有
無
な
ど
不
備
が
認
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
、
御
寛
恕
を
乞

い
た
い
（
御
教
示
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
）。
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＊　
　
　

＊　
　
　

＊

六
月
一
日　

曇　

時
々
雨

昨
夜
不
熟
眠　

今
朝
六
時
博
覧
会
デ
ー
の
花
火
ニ
て
目
さ
め

て
又
ね
む
り
か
た
し　

不
快
」　

127

午
前　

勝
山
岳
陽
子
来
話　

両
三
日
中
ニ
北
京
に
帰
る
へ
し
と
ト
ン
コ
ー
発

掘
と
称
す
る
西
蔵
文
字
？
様
ノ
紙
片
二
葉
並
ニ
支
那
産
提
籠
一
個

を
贈
ら
る

午
後
仮
睡
不
快
漸
く
快
復

夜
校
正

六
月
二
日　

雨　

火

昨
夜
熟
睡
せ
ず　

午
前
九
時　

和
久
正
辰
氏
之
厚
意
に
て
高
等

工
業
の
切
符
を
送
附
せ
ら
れ
た
れ
は
蔵
前
の
同
校
に
赴
き
て

展
観
参
観
人
陸
続
た
り
予
の
注
目
を
惹
き
た
る
も
の
製
版

科
、
応
用
化
学
科
［
窯
業
科
］
等　

さ
れ
ど
設
備
万
般
並
ニ
製
作
品
共
に
貧
弱

の
観
あ
り　

各
科
ニ
て
其
作
品
を
売
る　

香
水
香
油
石
鹸
売
切
水
お
し
ろ
い
、

セ
ル
地
、
浴
衣
地
等
買
入
れ
校
内
ニ
て
寿
司
を
も
て
昼
食
ニ
代
へ
」　

128

一
時
退
出
、
高
砂
町
の
道
具
屋
ニ
寛
永
の
年
号
あ
る
聖
堂
の
鳥
居

を
切
り
た
る
火
鉢
あ
る
由
先
日
木
ノ
内
氏
よ
り
聞
き
し
を
も
て
人
形
町
ニ

下
車
し
て
夫
れ
を
見
る
色
は
鉄
□
色
を
な
し
一
個
ニ
ハ
葵
の
御
紋
一

個
に
は
享
保
の
年
号
打
出
し
あ
り
何
と
な
く
な
つ
か
し
か
ら

ぬ
も
の
故
値
も
聞
か
す
し
て
過
ぐ
又
乗
車
、
三
菱
銀
行
ニ
立
寄

り
二
時
半
帰
宅　

雨
盛
ん
に
ふ
り
出
た
り
、

つ
か
れ
た
れ
は
暫
時
仮
睡
、
夕
入
浴

夜
校
正
、
蔵
書
印
譜
一
―
十
六
校
了

六
月
□
（
上
書
「
三
」）
日　

曇　

水
曜
日

昨
夜
又
不
熟
眠　

午
後　

仮
睡　

夕
迄
庭
掃
除

夕
食
後　

四
谷
本
村
ニ
勝
山
氏
を
訪
ふ
移
転
先
不
明
ニ
て
空
し
く

帰
宅　

午
後
榮
子
ト
ラ
ホ
ー
ム
手
術
右
眼
」　

129

暴
風
の
警
戒
あ
り
終
日
南
風
雲
行
あ
や
し
夜
ニ
入
り
て

疾
風
屋
を
憾

（
マ
マ
）す

六
月
四
日　

木
曜
日　

曇　

薄
暑

今
暁
四
時
烈
風
中
警
鐘
に
驚
か
さ
れ
屋
上
に
出
て
四
方
を
展
望
す
れ

ど
も
火
煙
見
え
す
又
褥
に
入
る　

晏
起　

午
前
勝
山
氏
よ
り
使
来
る
金
を

〔
次
行
下
方
に
〕「
払
ふ
」

正
午　

伊
地
知
季
珍
氏
夫
妻
見
ゆ

今
日
は
公
木
社
等
へ
行
く
筈
な
り
し
か
心
地
あ
し
く
て
見
合
は
す

夜
山
中
笑
翁
来
話　

元
明
帝
陵
碑
の
事
、
拓

の
法
は
天
明
時
代

古
義
家
よ
り
出
て
し
な
る
へ
し
と
の
咄
、
頃
葵
の
紋
の
つ
き
し
器
物
に

近
来
の
偽
造
物
あ
る
咄
等

頃
日
夕
方
な
と
薮
蚊
多
し
、
朝
皃
芽
を
出
す

六
月
五
日　

金
曜
日　

晴　

暑
」　

130

夜
来
の
雨
霽
る

午
前
十
一
時
博
物
館
ニ
行
く
三
宅
博
士
に
拙
蔵
幸
太
夫
露
文
雑
記

一
冊
を
貸
與
す
る
約
あ
る
と
、
昨
夜
山
笑
翁
之
咄
に
歴
史
部
に
売
物

に
来
り
居
る
出
羽
庄
内
の
天
保
十
一
年
移
封
騒
動
の
際
の
画
帖
三
冊
を

見
ん
為
め
也
、
三
宅
博
士
今
日
ハ
出
勤
せ
ず
和
田
千
吉
君
ニ
雑
記
を
預
け
置

く
、
画
帖
を
見
る
素
人
画
に
し
て
当
時
の
様
は
□
（「
窺
」
カ
）
か
ふ
ニ
足
れ
と
感
賞
品

ニ
ハ
あ
ら
ず
且
つ
鶴
岡
内
一
部
の
記
録
と
見
ゆ
画
帖
の
外
ニ
其
組
中

の
血
判
誓
約
帳
一
冊
並
ニ
其
騒
動
の
際
の
幟
一
枚
あ
り
、

此
騒
動
の
事
ハ
予
か
外
高
祖
父
佐
藤
藤
佐
翁
に
関
係
あ
る
事
件

に
し
て 　
　
　
　
　
　
　
　

移
封
の
事
止
み
た
る
も
藤
佐
翁
の

動
の
嫌
疑
ニ
て
［
江
戸
］
町
奉
行
所
ニ
呼
は
れ
し
際
時
の
奉
行
矢
部
駿
河
守
の
面
前

に
て
移
封
の
非
な
る
こ
と
を
述
へ
し
に
其
理
あ
る
に
よ
り
矢
部
侯
其
口
書
」　

131

を
携
へ
閣
議
の
際
そ
れ
を
読
み
上
け
し
為
め
と
さ
へ
伝
へ
居
れ
り
此
画
帖
安

價
な
ら
は
と
思
ひ
し
か
百
円
と
い
ふ
に
手
も
出
て
ず

此
帖
の
中
ニ
て
面
白
き
は
雖
為
百
姓
不
仕
二
君
の
幟
あ
る
と
移
封
の
事

止
み
た
る
際
鶴
岡
の
市
の
祝
賀
の
接
待
所
の
軒
、
柱
等
杉
の
葉
に
て

祖
母
つ
る
子
の
祖
父
に
当
る

即
ち
つ
る
子
ノ
父
泰
然
翁
の
父
也
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包
み
た
る
事
等

同
所
ニ
て
高
橋
健
自
氏
の
机
上
ニ
て
古
瓦
片
数
個
を
見
る
に
奈
良
時
代

ら
し
く
も
あ
り
桃
山
く
さ
く
も
あ
る
瓦
な
り
陸
奥
の　
　

出
土
の
も
の
に
し

て
最
北
の
も
の
な
り
、
恐
ら
く
シ
カ
マ
の
柵
の
遺
跡
な
ら
ん
と
い
ふ
、
こ
ゝ
ニ
ハ
瓢

形
の
古
墳
も
あ
り
埴
輪
も
出
た
り
と
い
ふ
、
高
橋
君
曰
史
に
見
ゆ
る
日
本

大
和
民
族
の
［
東
］
北
部
柘
植
も
史
に
見
ゆ
る
こ
と
き
簡
単
な
る
も
の
ニ

は
あ
ら
で
意
外
ニ
辺
彊
に
及
ほ
し
居
る
な
ら
ん
云
々

一
時
半
辞
去
池
ノ
端
ニ
て
牛
乳
ニ
パ
ン
を
食
し
文
行
堂
に
寄
る
主
人
不
」　

132

在
練
塀
町
に
中
川
得
楼
翁
を
訪
ひ
先
般
借
用
の
［
親
］
朋
友
字
号
一
冊
返

却
翁
今
春
の
病
気
以
来
頗
る
衰
弱
せ
ら
れ
し
様
見
受
く
翁
曰
く
頃
日
は

遠
路
は
出
来
す
云
々
浅
野
梅
堂
の
随
筆
聴
輿
零
本
一
冊 

借
用
、

同
筆
欣
然
接
之
録
と
い
ふ
見
聞
並
所
蔵
の
書
画
等
の
□
臨
書
一
冊

を
見
る
、

神
保
町
ニ
て

（
７
行
空
白
）　　
　
　
　

」　

133

（
白
紙
）　　
　
　
　
　
　

」　

134

神
保
町
ニ
て
夏
帽
子
を
購
ひ
公
木
社
に
立
寄
り
六
時
半
帰
宅
上
野

よ
り
徒
歩
久
し
ふ
り
の
運
動
つ
か
れ
た
り
直
ち
に
入
浴
晩
餐
、
う
ま
し

伊
勢
松
坂
長
谷
川
可
内
氏
へ
集
古
会
出
品
物
返
却
先
月
末
大
伝
馬
町
の
店

に
出
せ
し
に
受
取
ら
ぬ
為
め
又
々
改
め
て
返
却
せ
し
也
、

紅
色
鶏
頭
の
苗
を
求
め
花
壇
に
植
ゆ

六
月
六
日　

土
曜
日　

晴　

暑

伊
地
知
、
家
族
朝
九
時
十
五
分
新
橋
発
ニ
て
横
須
賀
に
立
つ
を
見
送
る
榮
子
、

統
一
両
児
引
き
つ
れ
行
く
、
喜
太
郎
叔
、
坂
川
夫
妻
、
赤
松
範
一
君
妻
等
見
ゆ

発
車
前
神
戸
よ
り
の
汽
車
ニ
て
小
嶋
精
太
郎
氏
の
上
京
し
来
る
に
会
ふ
、

発
車
見
送
り
両
児
ニ
上
野
の
博
覧
会
を
見
せ
ん
と
て
新
橋
よ
り
電
車
十

時
上
野
下
車
第
一
会
場
内
諸
処
を
見
め
く
り
た
か
ら
亭
本
店
ニ
て
昼

食
両
児
何
も
喰
せ
す
パ
ン
の
ミ
を
喰
ふ
朝
鮮
売
店
ニ
て
円
座
並
冠
傘「

笠
」、

米
上
げ
ざ
る
、
杓
子
等
を
求
む
池
ノ
端
ニ
て
榮
子
洋
傘
統
一
に
」　

135

刀
と
ラ
ッ
パ
を
求
め
二
時
帰
宅
両
児
共
よ
く
あ
る
き
た
り

夕
撒
水
、

六
月
七
日　

日
曜
日　

晴

午
前
十
時
過
宮
沢
朱
明
氏
来
話
人
形
［
一
品
］
会
ノ
画
譜
出
板
に
就
て
の
相
談
也

両
三
日
内
ニ
西
沢
仙
湖
氏
の
遺
骨
を
高
野
山
に
納
め
ん
為
め
□
遺
族
［
と
］
共
に
其
途
に
上
る
へ
し
と

午
後
二
時
辞
去

夕
食
後
両
児
を
伴
ひ
久
し
ふ
り
ニ
て
原
宿
の
三
村
君
を
訪
ふ
主
人
未
帰
宅
せ

す
令
閨
、
令
息
ニ
あ
ひ
八
時
帰
宅
電
車
内
よ
り
青
山
ノ
第
三
会
場
ノ
軍

艦
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
見
え
て
両
児
よ
ろ
こ
ぶ
並
に
伝
馬
町
ノ
仁
丹
の
赤
青

黄
に
変
る
広
告
等

六
月
八
日　

月
曜
日　

晴　

暑　

八
十
度
に
上
る

昨
夜
不
眠
終
日
閉
居

夕
入
浴
、
読
書

六
月
九
日　

火
曜
日　

晴
」　

136

（
１
行
空
白
）

夕
食
後
両
児
を
伴
ひ
東
大
久
保
に
山
中
翁
を
訪
ひ
朝
鮮
の
杓
子
並

ス
ク
ヰ
ザ
ル
を
贈
る
久
右
ヱ
門
坂
上
よ
り
電
車
に
て
今
回
開
通
せ
し
新
線

路
を
新
宿
に
出
塩
町
下
車
八
時
帰
宅

夜
う
つ
し
も
の

六
月
十
日　

水
曜
日　

晴

て
い
子
と
下
婢
み
き
と
を
博
覧
会
に
や
る
両
児
と
留
守
番　

植
木
や

来
り
手
入
れ
正
午
赤
松
範
一
君
来
訪
一
昨
々
七
日
之
晩
九
州
よ
り
帰
京

と植
木
屋
と
共
に
掃
除
、
朝
皃
の
垣
を
つ
く
る
、

夕
て
い
子
等
帰
宅　

夜
う
つ
し
も
の
十
一
時
過
就
寝

日
蘭
協
会
よ
り
人
来
り
日
蘭
関
係
物
出
品
の
勧
誘
あ
り
」　

137

六
月
十
一
日　

木
曜
日

（
１
行
空
白
）

午
後
公
木
社
に
行
か
ん
と
思
ふ
折
、
小
林
文
七
氏
幸
田
君
紹
介
之
名
刺
持
参
ニ
て
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来
訪
同
氏
編
纂
中
の
浮
世
絵
師
著
作
ニ
就
て
署
名
あ
る
絵
本
等
見
た
し
と
い
ふ
程
ニ

見
せ
る
、
夕
辞
去

六
月
十
二
日　

金
曜
日

今
朝
よ
り
夜
に
か
け
下
行
四
回　

臥
褥　

夕
半
身
浴

（
１
行
空
白
）

六
月
十
三
日　

土
曜
日　

曇

小
林
文
七
氏
よ
り　
　

某
を
遣
し
て
予
の
蔵
書
一
見
を
望
む
病
臥
中
ニ
付

黒
本
合
冊
四
十
四
冊
を
貸
與
す
、

下
痢
未
止
ま
す
但
気
分
ハ
替
ら
ず
夕
並
就
寝
前
入
浴
発
汗
、

浮
世
絵
の
下
絵
並
板
下
を
整
理
し
て
仙
花
紙
ニ
貼
り
始
む
」　

138

（
２
行
空
白
）

六
月
十
四
日　

日
曜
日　

晴　

薄
暑

今
暁
豪
雨
並
ニ
雷
鳴　

朝
霽
る
、　

下
痢
止
ま
る

今
日
も
平
臥　

夕
よ
り
夜
ニ
か
け
浮
世
絵
下
絵
整
理
、

松
坂
長
谷
川
氏
よ
り
先
月
中
貸
與
せ
し
玉
晁
筆
餅
菓
子
集
一
冊

返
へ
る　
　
　

蚊
二
三
出
づ

六
月
十
五
日　

月
曜
日　

晴　

風
あ
り

朝
昼
パ
ン
、
夜
、
粥
を
食
す　

昨
夜

午
後
よ
り
夜
に
か
け
下
絵
整
理
、

今
暁
二
時
頃
目
ざ
め
て
ね
む
れ
す
綾
足
の
す
ゞ
み
草
読
了
流
石
に
文

章
は
手
に
入
り
し
も
の
な
り
と
感
ず
暁
三
時
半
烏
鳴
き
四
時

十
分
雀
さ
え
づ
り
始
む
一
ケ
月
程
前
ニ
ハ
四
時
廿
分
な
り
き
」　

139

今
日
公
木
社
の
連
中
と
行
徳
辺
遠
足
の
約
あ
り
し
か
病
気
之
為
め
果

さ
す
残
念

夜
十
時
過
、［
八
畳
ノ
］
雨
戸
を
閉
さ
ん
と
せ
し
に
終
り
の
一
枚
ニ
蟻
の
各
々
卵
を

く
わ
へ
た
る
か
桟
に
む
ら
か
り
う
こ
め
く
を
尽
く
取
り
捨
つ
大
雨
ニ
て
も

来
ら
ん
徴
か

六
月
十
六
日　

火
曜
日　

雨

閉
居
下
絵
整
理

（
１
行
空
白
）

夜
野
中
完
一
氏
来
訪
先
年
貸
與
せ
し
支
那
綿
紙
を
返
却
さ
る
、

六
月
十
七
日　

水
曜
日　

雨

閉
居　

下
絵
整
理

（
２
行
空
白
）」　

140

六
月
十
八
日　

木
曜
日　

曇

午
後
久
し
ふ
り
ニ
て
外
出
文
行
堂
よ
り
公
木
社
に
立
よ
り
五
時
半

帰
宅

夜
、
下
絵
整
理

六
月
十
九
日　

金
曜
日　

曇

閉
居　
　

昨
夜
不
熟
眠
今
暁
三
時
半
ニ
め
ざ
む
、
雀
の
鳴
き
は
し
め

四
時
十
分
な
り　
　

午
前
仮
睡
、
今
日
ハ
な
に
も
な
す
気
な
し

日
本
風
俗
図
絵
第
一
輯
来
る
黒
川
真
道
氏
の
編
に
し
て
同
文
館
の
出

板
な
り
こ
れ
は
先
般
同
氏
よ
り
其
下
相
談
あ
り
て
採
録
ノ
書
に
就
て
選

定
ニ
預
り
し
な
り
美
濃
本
百
枚 　
　
　
　
　
　
　
　

予
約
價

二
円
は
廉
と
い
ふ
へ
し

公
木
社
よ
り
貰
ひ
来
り
し
鳥
谷
幡
山
氏
の
支
那
周
遊
図
録
を
読
む
［
日
本
］
画
家

と
し
て
は
一
寸
毛
色
ハ
変
り
居
る
な
ら
ん
か
一
躰
の
観
察
平
凡
な
り
」　

141

六
月
廿
日　

土
曜
日　

曇

午
前
□

（
２
行
空
白
）

六
月
廿
一
日　

日
曜
日　

曇

午
前
三
村
竹
清
君
久
し
ふ
り
ニ
て
来
話

午
後
和
田
千
吉
君
来
る
尋
て
同
君
之
紹
介
ニ
て
杉
山　
　

氏
来
訪
杉
山
氏

は
美
術
学
校
図
案
科
卒
業
生
玩
具
の
本
を
出
板
し
た
し
と
て
其
相
談

な
り
夜
八
時
過
両
君
辞
去

和
田
君
筑
後
□「

浮
」羽

郡
糸
井
村
［
字
若
宮
］
若
宮
八
幡
所
出
之
ウ
ソ
十
個
持
来

（
１
行
空
白
）

六
月
廿
二
日　

月
曜
日　

曇

師
宣
筆
和
国
百
女
、
同
岩
木
絵
尽

美
人
絵
尽　
　
　
　
　
　
　
　

 

・



牧野：林若樹日記・大正三年（下）

− 10 −

今
年
は
順
当
の
梅
雨
と
い
ふ
こ
と
ニ
て
毎
日
鬱
陶
し
き
天
候
な
り
」　

142

昨
夜
不
熟
眠
終
日
ゴ
ロ
／
＼

黒
田
月
洞
軒
自
筆
詠
集
大
團
を
読
む
、

朝
公
木
社
ノ
遠
藤
廉
治
氏
蔵
書
印
譜
印
刷
［
用
紙
］
ニ
就
て
来
訪

文
行
堂
よ
り
［
依
頼
し
置
き
た
る
］
仙
花
一
束
六
百
枚
届
け
来
る

六
月
廿
三
日　

火
曜
日　

霽　

暑

終
日
閉
居
先
月
ノ
歓
無
極
会
出
品
物
を
う
つ
す

（
１
行
空
白
）

六
月
廿
四
日　

水
曜
日　

晴　

酷
暑　

八
十
五
度
ニ
至
る

午
前
十
時
黒
川
真
道
氏
風
俗
図
絵
刊
行
ニ
付
て
の
書
籍
等
相

談
午
食
を
饗
す
午
後
一
時
過
辞
去
、
浮
世
絵
師
著
作
表
三
冊
写
、

野
郎
簑
張
草
、
明
和
黒
本
新
文
字
絵
つ
く
し
等
貸
與
、

次
で
赤
松
範
一
君
来
話
々
々
中
京
都
之
芸
草
堂
主
人
清
水
晴
風

翁
の
う
な
ゐ
の
友
続
刊
ニ
就
て
相
談
ニ
来
る
あ
ま
り
編
纂
容
易
の
」　

143

様
ニ
考
へ
居
る
様
子
故
一
ト
先
断
る
、
範
一
君
去
っ
て
後
、
日
蘭
協
会

河
井
某
氏
来
話
和
蘭
ニ
関
係
あ
る
物
品
ノ
撮
影
を
乞
ふ
来
廿
七
日

来
る
へ
く
約
す
、
次
で
又
、
宮
沢
朱
明
氏
ノ
紹
介
ニ
て
國
宝
堂
佐
竹
某

来
る
ア
ツ
シ
リ
ヤ
ノ
壁
瓦

（
マ
マ
）集

予
約
ニ
就
て
な
り
、
こ
と
わ
る

夜
座
敷
か
た
つ
け
も
の

今
暁
二
時
新
宿
角
筈
□
出
火
廿
数
軒
焼
く
警
鐘
頻
り
ニ
て
為
め

ニ
ね
ら
れ
す
服
薬
四
時
よ
り
眠
り
九
時
起
床
ね
む
し
、

六
月
廿
五
日　

木
曜
日　

□
曇

午
前
十
時
今
明
両
日
開
催
之
古
書
籍
展
覧
会
を
向
両
國
美
術
倶

楽
部
に
観
る
、
竹
清
君
に
遇
ふ
、
予
の
所
得
、
文
久
三
年
ホ
フ
マ
ン
刊
行
之

大
學
（ 

レ
ー
デ
ン
に
て
出
板 

）
一
冊
、
柳
川
春
三
手
稿
洋
學
指
掌
一
冊
、
蝦
夷
往

来
、
等
其
他
数
種
、
遺
憾
な
り
し
ハ
吉
田
吉
五
郎
の
店
に
打
物
評
判
記

と
い
へ
る
明
和
板
ノ
［
刀
］
鍛
冶
□
の
評
判
記
青
山
堂
本
美
本
一
冊
あ
り
し
を
」　

144

三
円
五
十
銭
な
れ
は
如
何
せ
ん
と
数
間
往
き
過
て
後
立
か
へ
り
し
か
最
早

人
に
さ
ら
わ
れ
し
こ
と
な
り
午
後
二
時
帰
宅

夜　

歓
無
極
会
第
八
回
、
加
賀
翠
渓
、
山
中
笑
、
貫
井
銀
次
郎
、

和
田
千
吉
、
木
内
愚
之
五
氏
参
集　

加
賀
氏
の
京
傳
所
持
の
巴
山
人

の
銅
印
は
兼
て
糸
印
な
ら
ん
と
推
測
せ
し
か
果
し
て
龍
頭
紐
の
糸
印

な
り
き

夜
十
時
散
会

六
月
廿
六
ゝ

（
マ
マ
）

　

金
曜
日　

雨

終
日
昨
夜
之
出
品
物
写
生
、

（
１
行
空
白
）

六
月
廿
七
日　

土
曜
日　

曇　

暑

写
生
略
終
了
」　

145

夜
竹
清
君
を
訪
ひ
六
社
蔵
鏡
譜
之
題
簽
揮
毫
を
乞
ニ
持
参
座
に

木
村
表
具
師
あ
り
、
閑
談
十
時
ニ
至
る
、
板
坂
、
堀
ノ
内
鶴
堂
氏
よ
り

予
に
贈
ら
れ
し
安
守
殿
村
篠
斎
詠
草
一
葉
宣
長
添
削
宣
長
の
文
政

（
マ
マ
）年

の
題
詠
課
題
書
一
葉
を
渡
さ
る
、

三
村
君
昨
月
入
手
の
宣
長
詠
集
自
筆
二
冊
、
安
守
詠
草
一
冊
、

馬
琴
長
文
尺
牘
一
通 　
　
　
　

、
等
過
眼
、
馬
琴
尺
牘
の
末
に

代
筆
の
困
難
等
を
記
述
せ
り
並
に
［
此
書
等
］
は
天
保
の
改
革
に
就
て
の
絵

草
紙
問
屋
等
の
恐
惶
の
状
を
叙
述
し
あ
り
て
面
白
し

木
村
氏
と
同
時
辞
去
電
車
迄
同
行
近
日
来
る
へ
く
約
し
て
別
れ
十
一
時

前
帰
宅　

竹
清
君
刀
、
若
樹
清
玩
ノ
石
印
出
来
落
手

六
月
廿
八
日　

日
曜
日　

晴　

八
十
五
度

今
朝
来
社
せ
ら
れ
た
き
旨
公
木
社
よ
り
通
知
あ
り
て
出
社
蔵
書
」　

146

印
譜
之
印
刷
指
揮
午
餐
を
喫
し
て
後
小
石
川
林
町
ニ
和
田
千
吉

君
を
訪
ひ
う
り
も
の
ゝ
古
瓦
を
見
る
見
る
へ
き
も
の
な
し
昨
年
の
九
州

旅
行
談
な
と
聞
き
四
時
過
帰
宅
今
日
晴
れ
て
暑
く
流
汗
淋
漓

夜
、
楊
州
十
日
記
読
了
、
戦
乱
之
惨
害
ニ
栗

（
マ
マ
）然

た
り
、

六
月
廿
九
日　

月
曜
日　

晴　

今
日
も
八
十
五
度

午
前
七
時
半
三
村
竹
清
君
六
社
蔵
鏡
譜
［
題
簽
］
執
筆
出
来
持
参
雅
談
、

日
清
戦
役
ノ
際
一
軍
曹
支
那
婦
人
よ
り
か
た
み
に
空
気
枕
に
息
を
吹
き

媳
み
ち
女
代
筆

篠
斎
宛　
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込
み
も
ら
ひ
て
帰
朝
之
後
纏
綿
之
状
に
堪
へ
す
其
息
を

き
し
に

ニ
ラ
臭
き
に
百
年
の
恋
も
さ
め
果
た
り（

マ
マ
）

た
り
と
の
談
ニ
一

文
行
堂
ニ
同
行
蔵
書
印
［
一
匣
］
受
取
吉
田
書
鋪
ニ
立
よ
り
和
泉
町
ニ
て
別

れ
三
番
町
ニ
て
斬
髪
、
午
後
二
時
帰
宅
流
汗
背
を
う
る
ほ
す

夕
入
浴　

昨
日
小
嶋
精
太
郎
君
所
贈
之
印
度
玩
具 　
　
　
　

届
く
（
角
谷
□
き
よ
子
携
帯
両
三
日
前
順
天
堂
へ
入
院
）」　

147

来
月
分
之
國「

独
立
」民

評
論
読
了
、

六
月
三
十
日　

火
曜
日

在
宅

（
３
行
空
白
）

〔
眉
上
書
込
〕「
七
月
」
朔
日　

水
曜
日　

晴

今
日
も
晴
れ
て
暑
し　

八
十
五
度

（
１
行
空
白
）

夜
三
村
君
訪
問
蔵
書
印
ノ
一
部
受
取
十
時
半
帰
宅

七
月
二
日　

木
曜
日　

晴　

八
十
八
度

酷
暑
堪
え
か
た
し
」　

148

終
日
在
宅

夜
木
村
表
具
師
［
初
め
て
］
来
話　

ハ
リ
バ
コ
と
称
さ
る
紙
十
束
持
参

 　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
行
空
白
）

七
月
三
日　

金
曜
日　

晴　

九
十
度

昨
夜
酷
暑
の
為
め
熟
眠
せ
ず
今
朝
晏
起

暑
き
為
め
終
日
ゴ
ロ
／
＼
な
す

七
月
四
日　

土
曜
日　

晴　

南
風　

酷
暑　

九
十
度

（
１
行
空
白
）

夕
入
浴　

夜
月
よ
し

七
月
五
日　

日
曜
日　

陰
晴
不
定
九
十
度　

午
後
少
雨
直
ニ
晴
る

朝
よ
り
下
婢
を
相
手
に
土
蔵
階
下
ノ
大
掃
除
夕
六
時
過
終
了
」　

149

つ
か
れ
た
り　

食
後
入
浴　

夕
よ
り
曇
る

夜
蔵
書
印
譜
等
校
正

日
本
風
俗
図
絵
刊
行
会
よ
り
黒
川
氏
よ
り
通
知
あ
り
し
と
て
今
後
毎
号

寄
贈
之
由
申
来
り
会
費
一
ケ
月
分
並
入
会
金
共
四
円
［
小
為
替
ニ
て
］
返
却
し
来
る

直
ち
ニ
受
取
並
黒
川
氏
へ
挨
拶
之
は
か
き
出
す

雅
之
助
君
へ
九
日
董
叔
逮
夜
出
席
之
旨
返
書
、

頃
日
月
見
草
盛
り
今
夕
瓢
箪
初
め
て
花
さ
く
、

七
月
六
日　

月
曜
日　

九
十
度

終
日
南
風
砂
塵
を
飛
は（

マ
マ
）ず

在
宅

（
１
行
空
白
）

七
月
七
日　

月「
火
」曜

日　

涼
」　

150

昨
夜
雨
今
朝
霽
れ
夕
よ
り
雨

本
日
大
掃
除
春
季
施
行
の
分
延
ひ
て
今
日
ニ
及
ひ
し
な
り
先
き
に

耳
ニ
し
た
る
は
大
掃
除
は
鼠
族
を
駆
逐
し
却
て
鼠
疫
を
蔓（

マ
マ
）す

る
の

虞
あ
る
に
よ
り
、
牛
込
区
は
今
期
に
限
り
執
行
せ
す
と
然
る
に
又
此
夏
期
に

及
ひ
て
零

（
マ
マ
）行

す
人
民
之
迷
惑
思
ふ
へ
し

手
伝
植
木
屋
二
人
来
る
、
夕
五
時
終
了

午
後
岡
田
未
亡
人
、
山
中
笑
翁
来
訪　

夜
蔵
書
印
譜
校
正

七
月
八
日　

水
曜
日　

曇　

涼
、
冷
に
近
し

気
分
わ
る
し
終
日
臥
床

夜
蔵
書
印
譜
校
正

七
月
九
日　

木
曜
日

林
董
叔
一
周
忌
逮
夜
築
地
精
養
軒
ニ
招
待
出
席
」　

151

（
２
行
空
白
）

七
月
十
日　

金
曜
日

午
前
八
時
芝
青
松
寺
ニ
董
叔
の
一
周
忌
法
要
ニ
列
し
去
て
青
山

墓
地
に
掃
苔　

帰
途
梅
田
潔
君
と
同
行
同
君
の
四
谷
愛
住
町
の

宅
ニ
立
よ
り
細
君
ニ
面
会
正
午
帰
宅

（
２
行
空
白
）

木
製
乗
象
人
物
、

牛
、
鳥
、

一
束
九
十
六
枚　

金
十
五
銭

張
込
帖
ノ
用
紙
ニ
せ
ん
と
て
也
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七
月
十
一
日

（
２
行
空
白
）

七
月
十
二
日

（
１
行
空
白
）」　

152

（
２
行
空
白
）

七
月
十
三
日

（
２
行
空
白
）

七
月
十
四
日

（
３
行
空
白
）

七
月
十
五
日

上
野
発
一
番
ニ
て
赤
松
範
一
君
並
公
木
社
々
員
遠
藤
、　　

両
氏

と
ニ
て
日
光
見
物
ニ
行
十
時
過
日
光
着
細
雨
と
な
る
」　

153

町
ニ
て
昼
食　

東
照
宮
々
司
和
地
氏
を
訪
ひ
て
後
神
殿
各
所
拝
観

陽
明
門
を
出
る
比
よ
り
頭
痛
嘔
吐
の
気
味
あ
り
社
務
所
ニ
て
静
養

三
時
予
ハ
こ
ゝ
に
止
ま
る
こ
と
ニ
決
し
三
人
は
雨
を
冒
し
て
湯
本
ニ
向
ふ

予
は
和
地
宮
司
の
宅
に
て
静
養　

夜
漸
く
気
分
恢
復
、

主
人
と
談
話
十
時
就
寝

七
月
十
六
日　

晴

昨
夜
和
地
宮
司
方
ニ
厄
介
と
な
る
午
前
主
人
と
談
話

午
後
昨
日
見
残
し
た
る
輪
王
寺
宮　

二
荒
社
、
三
代
将
軍
廟
等
見

巡
り
て
帰
宅

午
後
四
時
赤
松
君
中
禅
寺
湖
畔
よ
り
帰
へ
り
来
る
今
朝
湯
本
出

立
と
の
こ
と
直
ニ
宮
司
方
辞
去
、
町
ニ
て
土
産
物
と
ゝ
の
へ
夕

の
汽
車
ニ
て
夜
十
時
過
帰
宅
」　

154

七
月
十
七
日

日
光
の
土
産
物
の
ロ
ク
ロ
細
工
の
茶
道
具
、
両
児
大
ニ
悦
ぶ

（
11
行
空
白
）」　

155

（
白
紙
）」　

156

十
二
月
十
六
日　

晴　

暖

暖
和
、
春
の
こ
と
し
、
午
後
栄
子
ハ
風
邪
未
快
か
ら
ね
は
統
一
の
み
を

つ
れ
て
散
歩
に
出
つ
統
一
大
ニ
悦
ふ
電
車
ニ
て
文
行
堂
ニ
向
ふ
行
く
／
＼

車
中
ニ
て
こ
ゝ
は
佐
々
木
の
於
兄ニ

ー

チ
ヤ
マ
（ 　
　

）
の
へ
行
く
の
り
か
へ
な
り
（ 　
　

）

［
な
ど
思
ひ
出
し
て
悦
ぶ
］こ
ゝ
は
順
天
堂
な
り
な
と
教
ゆ
れ
は
帰
へ
つ
た
ら
於
か
あ
さ
ま
に
教
へ
て
上
け
ま

＝
せ
う

な
と
大
元
気
な
り
文
行
堂
よ
り
、
中
川
得
楼
老
人
の
頃
日
切
り
ニ
人
を
恋
し
か
り

居
る
由
聞
き
て
練
塀
町
ニ
同
翁
を
訪
ひ
暫
時
談
話
、
床
ノ
間
に
井
上
竹
逸
の

山
水
幅
か
ゝ
れ
り
竹
逸
の
逸
話
な
と
聞
く
統
一
傍
ニ
チ
ョ
コ
ナ
ン
と
座
し
折

□
菓
子
を
頂
き
茶
を
す
ゝ
り
て
待
つ
談
話
廿
分
程
ニ
て
辞
去
、
万
世
橋
外
迄

徒
歩
同
処
よ
り
乗
車
駿
河
台
下
ニ
下
車
神
保
町
通
り
の
歳
暮
の
売
出

等
を
見
つ
ゝ
本
屋
な
と
ひ
や
か
し
九
段
下
ニ
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を
買
□「

ひ
」 　

　

公

木
社
に
立
よ
り
坂
下
よ
り
乗
車
塩
町
下
車
す
れ
は
既
に
薄
暮
燈
」　

157

光
つ
く
、
広
告
燈
の
青
紅
色
な
と
悦
ふ
ラ
ン
ド
セ
ル
大
に
気
ニ
入
り
て
手
を

放
さ
す
五
時
過
帰
宅

（
１
行
空
白
）

十
二
月
十
七
日

栄
子
病
院
に
行
く
風
邪
未
快
か
ら
ね
は
な
り

（
３
行
空
白
）

十
二
月
十
八
日

午
後
幸
田
成
友
君
来
話
両
児
出
て
遊
ふ
統
一
し
き
り
ニ
同
君
と
ふ
ざ
け
る

何
か
い
わ
れ
る
と
馬
鹿
！
馬
鹿
！
と
い
ふ
幸
田
さ
ん
は
学
校
の
先
生
で
今
に

教
は
る
様
ニ
な
る
な
り
と
い
へ
は
眼
を
丸
く
し
て
び
っ
く
り
し
て
他
の
学
校
へ
行
く
」　

158

か
ら
イ
ヽ
ヨ
支
那
の
遠
く
の
学
校
へ
行
く
か
ら
イ
ヽ
よ
な
と
い
ふ
大
元
気
な
り

幸
田
君
夜
十
時
辞
去
、

（
１
行
空
白
）

十
二
月
十
九
日

統
一
風
邪
の
気
味
ニ
付
姉
の
栄
子
と
共
に
女
医
学
校
ニ
や
る
少
々
重
き
風
邪

な
り
と
、
八
□
度
六
分
、

午
前
十
時
公
木
社
に
赴
き
蔵
書
印
譜
の
あ
ま
り
紙
受
取
、
神
保
町
ニ
て
同
書

佐
々
木

千
之

飯
田
橋

停
留
場

栄
子
ニ

人　

形
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に
挿
入
す
へ
き
半
紙
半
〆
を
求
め
神
保
町
池
上
製
本
所
に
持
参
、
同
処
、
南
明

倶
楽
部
ニ
開
け
る
浮
世
絵
展
覧
会
を
観
る
、
幸
田
君
、
朝
倉
無
声
子
等

に
会
ふ
帰
途
九
段
下
岡
野
菓
子
鋪
ニ
て
菓
子
を
仕
入
れ
夕
帰
宅
、

夜
歓
無
極
会
十
四
回　

貫
井
、
三
村
、
山
中
、
木
村
、
和
久
、
諸
氏

来
会
、」　

159

木
村
君
よ
り
蜜
柑
を
も
ら
ふ
統
一
イ
ヽ
経
師
屋
さ
ん
だ
ネ
ヱ
と
て
褥
中
ニ
て
よ
ろ
こ
ぶ

（
１
行
空
白
）

十
二
月
廿
日　

統
一
容
躰
同
し
熱
度
も
朝
夕
丗
八
度
五
分
ニ
上
る

午
後
文
行
堂
に
赴
き
帰
途
、
播
磨
屋
ニ
て
俚
言
集
覧
を
求
め
て
か
へ
る
肴
町

下
車
、
小
沢
薬
店
ニ
て
吸
入
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
並
ニ
統
一
た
の
み
て
み
か
ん
玉
を
求
め

薄
暮
帰
宅　

統
一
食
気
な
し
み
か
ん
玉
も
一
寸
口
ニ
し
て
直
ニ
よ
す

（
２
行
空
白
）

十
二
月
廿
一
日

午
後
蔵
書
印
譜
製
本
の
こ
と
ニ
付
公
木
社
よ
り
池
上
製
本
所
ニ
廻
り
帰
途
又

公
木
杜
ニ
よ
る
、
遠
藤
君
ニ
小
児
風
邪
の
こ
と
を
は
な
す
、
同
君
ハ
先
年
長
女
を
ヂ

□
フ
テ
リ
ヤ
ニ
て
殆
と
奪
は
れ
し
事
あ
り
て
、
切
リ
ニ
能
い
医
師
ニ
か
ゝ
る
べ
き
こ
と
を
」　

160

い
ふ
、
統
一
の
風
邪
も
何
と
な
く
心
配
に
な
り
し
故
帰
途
、
飯
田
町
五
丁
目
ニ

大
瀧
潤
家
医
学
士
を
訪
ひ
て
来
診
を
求
む
明
日
午
後
を
約
し
て
夕
帰
宅

統
一
容
躰
依
然
、
時
々
呼
吸
切
迫
の
徴
あ
り

女
中
よ
し
も
風
邪
に
て
ね
た
り
起
き
た
り
す
、

（
２
行
空
白
）

十
二
月
廿
二
日

国
民
新
聞
ニ
今
暁
十
二
時
半
青
山
原
宿
二
〇
三
ニ
出
火
あ
り
し
を
報
す
直
ニ

三
村
君
宅
の
安
否
を
気
付
ひ
て
見
舞
ふ
隣
家
な
り
し
か
幸
に
類
焼
を

免
か
る
、
い
ろ
／
＼
雑
話
座
ニ
生
田
和
蘭
屋
主
人
あ
り
長
座
し
て
午
食

の
饗
ニ
預
り
午
後
一
時
半
帰
宅　
　

四
時
大
瀧
医
学
士
来
診

予
ヂ
フ
テ
リ
ヤ
の
徴
な
き
歟
と
い
ふ
に
無
し
普
通
の
気
管
支
加
答
児
」　

161

な
り
病
は
既
に
峠
を
越
せ
り
と
い
ふ
て
帰
へ
る
、
一
ト
先
安
心
す

朝
夕
二
回
女
医
学
校
よ
り
依
田
女
史
来
り
咽
喉
に
薬
を
塗
布
す
、
時
々
吸
入
、

（
１
行
空
白
）

十
二
月
廿
三
日

午
前
、

（
７
行
空
白
）」　

162

（
以
下
白
紙
）　　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
年
分　

了
）

最
後
に
本
稿
は
科
学
研
究
費
挑
戦
的
萌
芽
研
究
（
課
題
番
号
：

2
4
6
5
2
0
4
9
）
の
資
金
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。

な
お
、
二
〇
一
三
年
十
月
十
五
日
よ
り
十
一
月
三
十
日
ま
で
「
新
耽
奇
会
展
―

奇
想
天
外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
に
於
い

て
開
催
さ
れ
た
。
貴
重
な
展
観
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

林
若
樹
・
三
村
竹
清
な
ど
を
軸
に
し
た
集
古
会
と
古
典
継
承
（
と
く
に
日
本
中

世
の
刊
写
本
・
中
国
宋
版
な
ど
）
の
係
わ
り
に
つ
い
て
ぽ
つ
〳
〵
考
え
て
き
た
が
、

そ
の
一
端
を
「
中
世
文
学
［
美
術
］
史
用
語
の
生
成
と
内
国
勧
業
博
覧
会
―
奈
良

絵
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」
と
題
し
て
発
表
し
た
（
要
旨
は
、『
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
』

９
号
〈
近
刊
〉
掲
載
予
定
）。
京
阪
と
集
古
会
人
脈
を
結
ぶ
水
落
露
石
・
山
内
神

斧
の
果
た
し
た
役
割
の
重
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
古
く
は
山
内

神
斧
「
大
津
絵
展
覧
会
の
思
出
」（『
工
藝
』
120
号
〈

1951
・
1
〉）、
近
く
は
丹
尾
安

典
「
山
内
神
斧
の
こ
と
―
石
井
桃
子
君
の
追
跡
―
」（『
一
寸
』
２
号
〈

2000
・
5
〉）

な
ど
に
う
か
が
い
知
ら
れ
る
“
露
石
”
を
視
野
に
、
京
阪
の
保
古
会
な
ど
の
動
き

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
露
石
の
貼
込
帖
に
「
黙
語
会
」

関
連
の
報
条
数
点
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
興
味
は
尽
き
な
い
。
全
て
今

後
の
課
題
で
あ
る
。


